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少
子
化
と
人
口
減
少
が
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
２
０

１
９
年
度
推
計
で
出
生
数
は

86
万
４
０
０
０
人
、
統
計
開

始
以
降
最
低
と
な
っ
た
。
平

成
の
30
年
間
で
３
割
減
少

し
、
減
少
ス
ピ
ー
ド
が
加
速

し
て
い
る
。
一
方
で
、
死
亡

者
数
は
戦
後
最
も
多
く
、
人

口
の
「
自
然
減
」
は
13
年
連

続
と
な
り
高
齢
化
も
急
速
に

進
行
す
る
。
雇
用
を
含
め
て

出
産
に
至
る
環
境
を
整
え
、

出
産
後
の
生
活
の
支
援
な
し

に
は
未
来
は
描
け
な
い
▼
政

府
は
進
行
す
る
少
子
化
と
人

口
減
少
に
抜
本
的
な
対
策
を

怠
っ
て
き
た
。
人
口
減
少
に

よ
り
経
済
規
模
や
労
働
市
場

は
縮
小
し
、
将
来
へ
の
不
安

が
払
拭
で
き
な
い
。
全
世
代

型
社
会
保
障
と
言
い
な
が
ら
、

損
得
優
先
で
「
縮
む
日
本
」

へ
の
長
期
的
な
取
り
組
み
が

な
い
。
高
齢
者
に
負
担
を
押

し
付
け
、
受
診
の
抑
制
を
狙

う
。
人
の
尊
厳
を
軽
ん
じ
、

人
口
減
少
と
い
う
失
政
の
ツ

ケ
を
高
齢
者
に
回
す
▼
社
会

が
経
済
の
論
理
で
動
こ
う
と

も
、
社
会
保
障
や
医
療
は
経

済
的
な
視
点
の
み
で
論
じ
て

は
な
ら
な
い
。
軸
の
ず
れ
た

政
治
を
正
す
た
め
に
も
、
世

の
中
こ
ん
な
も
の
だ
と
い
う

感
覚
か
ら
抜
け
だ
す
た
め
に

も
、
個
人
の
言
葉
は
社
会
や

政
治
に
対
抗
で
き
る
と
信
じ

た
い
。
国
民
の
命
と
安
心
を

守
る
と
い
う
視
点
で
主
張
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

加藤 康夫

（
あ
）

「みんなでストップ！負担増」署名
～医療・介護の負担増計画の中止を～

北海道保険医会　政策部

ま
た
も
や
マ
イ
ナ
ス
改
定

本
体
部
分
わ
ず
か
０
・
55
％
増

2020年（令和2年）2月5日

　
加
藤
厚
労
相
と
麻
生
財
務
相
は
昨
年
の
12
月
17
日
に
閣
僚
折
衝
を

行
い
、次
期
診
療
報
酬
改
定
率
の
本
体
部
分
を
プ
ラ
ス
０・
55
％
、薬
価

等
を
含
め
た
全
体
で
は
マ
イ
ナ
ス
０・
46
％
に
決
定
し
、そ
の
一
部
を

働
き
方
改
革
に
充
て
た
こ
と
を
示
し
た
。厚
労
相
は
１
月
15
日
に
中

医
協
へ
諮
問
。同
日
に
示
さ
れ
た
骨
子
案
も
概
ね
了
承
さ
れ
た
。今

後
、中
医
協
で
は
２
月
の
答
申
に
向
け
て
本
格
的
な
議
論
を
行
う
。

働き方改革の取りまとめ　延期へ

地域医療への影響は

（1）第921号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

　
厚
生
労
働
省
の
「
医
師
の

働
き
方
改
革
の
推
進
に
関
す

る
検
討
会
」
は
昨
年
の
12
月

26
日
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の

ま
と
め
案
を
提
出
し
た
。
案

で
は
、
２
０
２
４
年
度
か
ら

始
ま
る
「
医
師
の
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
」
の
特
例
措

置
と
な
る
地
域
医
療
確
保
の

暫
定
特
例
水
準
（
Ｂ
水
準
）

と
集
中
技
能
向
上
水
準
（
Ｃ

水
準
）
に
該
当
す
る
対
象
医

療
機
関
の
指
定
、
追
加
的
健

康
の
確
保
や
医
師
労
働
時
間

短
縮
計
画
と
い
っ
た
今
後
の

検
討
課
題
等
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
当
初
は
２
０
１
９
年
内
の

取
り
ま
と
め
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
２
０
２
０
年
度
も

議
論
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
同
検
討
会
で
は
、
医
師
の

特
殊
性
が
問
わ
れ
る
「
応
召

義
務
」
を
巡
る
考
え
方
が
改

め
て
示
さ
れ
、
患
者
を
診
療

し
な
い
こ
と
が
正
当
化
さ
れ

る
事
例
が
整
理
さ
れ
た
。
正

当
化
さ
れ
る
場
合
の
考
え
方

と
し
て
、
緊
急
対
応
性
が
問

わ
れ
る
病
状
か
、
診
療
・
勤

務
時
間
内
の
対
応
か
否
か
な

ど
の
条
件
が
明
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
１
月
に
開
催
さ
れ

た
労
働
政
策
審
議
会
労
働
条

件
分
科
会
で
、
医
師
は
一
般

の
労
働
者
と
異
な
り
、
複
数

の
勤
務
先
で
働
く
こ
と
（
副

業
・
兼
業
）
を
考
慮
し
て
議

論
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、

宿
日
直
や
診
療
応
援
な
ど
の

地
域
医
療
の
確
保
や
医
師
個

人
の
収
入
確
保
等
の
面
か
ら
、

一
般
労
働
者
と
同
じ
ル
ー
ル

で
単
純
に
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
と
し
て
、
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
れ
た
。

　
２
０
２
４
年
度
か
ら
勤
務

医
に
新
た
な
時
間
外
労
働
上

限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

厚
労
省
は
早
け
れ
ば
今
年
の

通
常
国
会
に
関
連
法
案
を
提

出
す
る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

医
療
現
場
に
は
、
医
師
の
働

き
方
改
革
に
よ
っ
て
地
域
医

療
は
崩
壊
す
る
の
で
は
な
ど

の
不
安
の
声
が
大
き
い
。
地

域
性
に
配
慮
し
医
療
の
質
が

保
た
れ
た
制
度
改
正
と
な
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

ご  協  力
ください！

2020年度
診療報酬

　政府は①75歳以上の一定所得以上の患者について窓口負担を2割に引き上げ②
紹介状なし一般病院への外来初診・再診時の定額負担の仕組みを200床以上に拡
大③花粉症治療薬や痛み止め、漢方薬など市販品類似薬を保険給付から外す―な
ど国民・患者負担増を計画しています。
　このような新たな患者負担増計画を阻止するために、本会は本号同封の署名に取
り組みます。多くの会員のご協力をお願い致します。

（１）医療従事者の負担軽減、医師等の働き方改革の推進（重点課題）
　　・医師等の長時間労働などの厳しい勤務環境を改善する取組の評価
　　・タスク・シェアリング/シフティングのためのチーム医療等の推進
（２）患者・国民にとって身近であって、安心・安全で質の高い医療の実現
　　・かかりつけ機能の評価
　　・地域との連携を含む多職種連携の取組の強化
　　・口腔疾患の重症化予防、口腔機能低下への対応の充実、生活の質に配慮した
　　  歯科医療の推進
（３）医療機能の分化・強化、連携と地域包括ケアシステムの推進
　　・質の高い在宅医療・訪問看護の確保
　　・地域包括ケアシステム推進のための取組の評価
（４）効率化・適正化を通じた制度の安定性・持続可能性の向上
　　・後発医薬品やバイオ後続品の使用促進
　　・医療機能や患者の状態に応じた入院医療の評価
　　・外来医療の機能分化、重症化予防の取組推進

要
件
見
直
し
、
前
回
改
定
で

新
設
さ
れ
た
機
能
強
化
加
算

の
患
者
へ
の
情
報
提
供
等
に

係
る
要
件
の
見
直
し
、
紹
介

先
医
療
機
関
か
ら
紹
介
元
の

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有
す

る
医
療
機
関
へ
情
報
提
供
を

行
っ
た
場
合
の
新
た
な
評
価
、

大
病
院
の
外
来
を
紹
介
状
な

し
に
受
診
す
る
患
者
の
定
額

医
機
能
を
推
進
す
る
た
め
に

地
域
包
括
診
療
料
や
、
小
児

か
か
り
つ
け
診
療
料
な
ど
の

求
し
て
き
た
大
幅
な
プ
ラ
ス

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
加
藤
厚
労
相
は
１
月
15
日
、

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
関
し

て
中
医
協
へ
諮
問
し
、
同
時

に
厚
労
省
か
ら
は
「
こ
れ
ま

で
の
議
論
の
整
理
」
と
し
て

現
時
点
の
骨
子
案
が
示
さ
れ

た　
　
　
。

　
外
来
で
は
、
か
か
り
つ
け

　
次
期
診
療
報
酬
の
改
定
は
、

医
科
・
歯
科
・
調
剤
の
全
て

が
プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
た

　
　
。
人
件
費
や
技
術
料
に

あ
た
る
本
体
部
分
は
プ
ラ
ス

０
・
47
％
で
、
一
部
を
特
例

的
に
「
救
急
病
院
の
勤
務
医

の
働
き
方
改
革
」
の
推
進
へ

充
て
る
た
め
、
そ
れ
を
含
め

た
本
体
部
分
は
０
・
55
％
と

な
る
。
前
回
の
改
定
と
同
水

準
の
改
定
率
と
な
っ
た
も
の

の
、
診
療
側
や
保
団
連
が
要

負
担
徴
収
義
務
対
象
の
拡
大

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
在
宅
で
は
、
複
数
の
医
療

機
関
が
訪
問
診
療
を
行
う
場

合
に
、
医
療
機
関
同
士
で
情

報
共
有
を
行
う
こ
と
で
依
頼

先
の
医
療
機
関
が
６
カ
月
を

超
え
て
訪
問
診
療
で
き
る
よ

う
に
見
直
す
。
在
宅
患
者
訪

問
褥
瘡
管
理
指
導
料
に
つ
い

て
は
、
管
理
栄
養
士
の
雇
用

形
態
等
を
含
め
要
件
を
見
直

す
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
入
院
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
の
実
績
要
件
の

見
直
し
や
一
般
病
棟
用
の
重

症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度

の
見
直
し
な
ど
が
提
示
さ
れ

て
い
る
。

　
歯
科
に
お
い
て
は
、
前
回

改
定
で
設
定
さ
れ
た
感
染
防

止
対
策
の
研
修
対
象
に
ス
タ

ッ
フ
を
追
加
し
基
本
診
療
料

を
評
価
、
手
術
に
お
け
る
歯

科
麻
酔
薬
算
定
の
評
価
の
見

直
し
、Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

適
応
範
囲
の
見
直
し
な
ど
が

議
論
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
医
科
・
歯
科
共
通
で
は
、

摂
食
嚥
下
障
害
を
有
す
る
患

者
に
対
す
る
多
職
種
チ
ー
ム

に
よ
る
効
果
的
な
介
入
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
摂
食
機
能

療
法
の
経
口
摂
取
回
復
促
進

加
算
の
要
件
と
評
価
を
見
直

す
。
ま
た
、
周
術
期
等
口
腔

機
能
管
理
に
お
け
る
専
門
的

口
腔
衛
生
処
置
に
か
か
る
要

件
の
見
直
し
、
手
術
を
行
う

医
療
機
関
か
ら
歯
科
医
療
機

関
へ
予
約
を
行
い
、
患
者
の

紹
介
を
行
っ
た
場
合
の
新
た

な
評
価
な
ど
が
議
論
の
対
象

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
諮
問
か
ら
新
点
数
の
施
行

ま
で
の
日
程
は
、
従
来
の
改

定
と
同
程
度
の
早
さ
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
前
回
改
定
で

は
、
改
定
実
施
の
２
日
前
に

１
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
疑

義
解
釈
や
一
部
訂
正
通
知
な

ど
が
発
出
さ
れ
、
医
療
現
場

で
多
大
な
混
乱
が
生
じ
た
。

次
期
改
定
が
真
に
国
民
の
健

康
に
寄
与
す
る
よ
う
、
迅
速

か
つ
十
分
な
議
論
が
望
ま
れ

る
。

署名用紙の追加ご注文は無料で承っております。ご希望の方は、保険医会事務局
までお知らせください。011-231-6281 011-231-6283

１．「医療・介護の負担増の中止を求める署名」
　  各会員の先生に５人連記署名用紙10枚をお送りしています。先生とご家族・
　  従業員等をはじめ、患者さんにも協力していただいてください。署名用紙は、
　  ご連絡いただければ追加でお送りいたします（無料）。
２．返送方法：同封の返信用封筒（切手不要）をご利用ください。
３．署名の第一次集約：3月23日（月）
　  ※保団連国会要請行動で議員を通じて提出します。

「みんなでストップ！負担増」署名実施要領

診
療
報
酬
改
定
の

　
諮
問
と
骨
子
案

改
定
内
容
へ
の

対
応
期
間
は
十
分
に

表
2

表

1表1 2020年度診療報酬改定率

表2 議論の整理（案）で出された項目（一部抜粋）

全体改定率 ▲0.46％

診療報酬（本体） ＋0.55％

医科 ＋0.53％

歯科 ＋0.59％

調剤 ＋0.16％

薬価 ▲0.99％

材料価格 ▲0.02％

薬価等

※うち、救急病院における勤務医の
　働き方改革への特例的な対応 （＋0.08％）



診
療
報
酬
に
各
種
加
算
が
あ

る
も
の
の
、
全
国
で
普
及
し

て
い
る
「
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
」
に
よ
っ
て
一
部
負

担
金
が
減
額
・
免
除
さ
れ
患

者
へ
の
経
済
的
負
担
に
な
り

に
く
い
と
い
う
制
度
の
違
い

が
あ
る
。

　
周
産
期
及
び
子
ど
も
の
発

達
に
お
い
て
、
妊
産
婦
に
対

す
る
医
療
を
切
れ
目
な
く
提

供
で
き
る
こ
と
は
何
よ
り
も

大
切
で
あ
る
。
現
在
、
妊
産

ず
か
６
市
町
（
０・５
％
）
で
、

そ
の
助
成
内
容
も
か
な
り
限

定
的
な
も
の
と
な
っ
た　
　

　
　
。

　
「
妊
産
婦
健
診
事
業
」
に
つ

い
て
は
①
妊
婦
健
診
②
産
婦

健
診
③
妊
婦
歯
科
健
診
④
産

婦
歯
科
健
診
の
各
健
診
ご
と

に
助
成
回
数
、
助
成
額
、
精

密
検
査
へ
の
費
用
助
成
、
特

記
事
項
、
集
団
健
診
の
有
無

な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　
「
妊
婦
健
診
」
は
、
平
均
助

成
回
数
14
回
（「
上
限
な
し
」

４
町
）、
超
音
波
検
査
８
・
１

回
（「
上
限
な
し
」
５
町
）、

平
均
助
成
金
額
は
、９
５
，

４
５
９
円
（
最
低
５
１
，
０

０
０
円
。
最
高
１
３
３
，
５

１
８
円
）。
精
密
検
査
へ
の
助

成
に
つ
い
て
は
、「
あ
り
」
が

53
市
町
村（
29・
６
％
）。「
な

し
」
は
１
２
６
市
町
村（
70
・

４
％
）
と
な
っ
て
い
る
。「
あ

り
」
と
回
答
し
た
市
町
村
間

に
お
い
て
助
成
額
や
対
象
と

な
る
検
査
項
目
等
で
差
が
み

ら
れ
た
。

　
「
産
婦
健
診
」
で
は
、「
あ

り
」
は
96
市
町
村
（
53
・
６

％
）、「
な
し
」
が
77
市
町
村

（
43
・
０
％
）、「
今
後
予
定
」

が
６
市
町
（
３
・
４
％
）
で

あ
っ
た
。
ま
た
、「
あ
り
」
と

回
答
し
た
市
町
村
の
内
、
平

均
助
成
回
数
は
１
・
９
回
、

平
均
助
成
額
９
，
８
０
５
円

で
あ
っ
た
。

　
「
妊
婦
歯
科
健
診
」で
は「
あ

り
」の
回
答
は
40
市
町
村
（
22

・
３
％
）
と
少
な
く
、
平
均

助
成
回
数
は
１
・
０
回
で
平

均
助
成
額
は
４
，
１
９
９
円

（
全
額
助
成
５
市
町
）
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
集
団
健
診
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
は
、
13

市
町
村
（
７
・
３
％
）
に
と

ど
ま
っ
た
。

　
「
産
婦
歯
科
健
診
」
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
少
な
く
、
７

市
町
村
（
３
・
９
％
）
の
み

が
制
度
「
あ
り
」
と
回
答
し
、

平
均
助
成
回
数
も
１
・
０
回

（
制
限
な
し
１
市
）
で
平
均
助

成
額
も
３
，
８
０
７
円
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
集
団
健
診
は
、

４
市
町
村
（
２
・
２
％
）
が

実
施
し
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
各
自
治
体

に
お
け
る
実
施
状
況
は
差
異

が
あ
り
、
特
に
「
妊
婦
歯
科

健
診
」
は
３
割
に
も
満
た
な

い
実
施
状
況
、「
産
婦
歯
科
健

診
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た　
　

　
　
。

　
当
初
、
厚
労
省
は
妊
婦
加

算
等
を
２
０
２
０
年
度
か
ら

の
再
開
も
視
野
に
入
れ
、
制

度
の
見
直
し
も
模
索
す
る
と

し
て
い
た
。
し
か
し
、
22
年

以
降
に
診
療
報
酬
で
評
価
し

て
は
と
の
案
が
提
出
さ
れ
、

20
年
度
改
定
で
の
対
応
が
見

送
ら
れ
た
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
妊
産
婦

の
診
療
は
、
通
常
よ
り
も
慎

重
な
対
応
や
胎
児
・
乳
児
へ

の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
妊

産
婦
が
安
心
で
き
る
医
療
体

制
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
本
会
は
、
同
調
査
と
並
行

し
て
道
内
の
自
治
体
に
対
し

「
国
に
よ
る
妊
産
婦
医
療
費
助

成
制
度
の
創
設
等
を
求
め
る
」

意
見
書
採
択
の
要
請
活
動
を

行
っ
た
。
国
は
、
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
「
妊
産
婦

医
療
費
助
成
制
度
」
を
創
設

し
、
妊
産
婦
が
安
心
し
て
産

み
、
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。
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「
逆
ザ
ヤ
」の
即
時
解
消

　
　
予
見
能
力
欠
如
に
鉄
槌

　　

　
歯
科
で
は
歯
科
鋳
造
用

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金（
以

下
、
金
パ
ラ
）
の
市
場
価

格
高
騰
に
よ
る
経
営
圧
迫

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
金
パ
ラ
30ｇ

包
装
は
７
万
円
を
超
え
、

値
上
が
り
終
息
の
目
途
さ

え
立
た
な
い
。
厚
労
省
は
、

そ
の
場
し
の
ぎ
で
補
綴
物

の
保
険
医
療
材
料
料
の
改

定
だ
け
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
の
価
格
で
は
不
採
算
の

解
消
ど
こ
ろ
か
逆
ザ
ヤ
が

大
幅
に
拡
大
し
続
け
て
い

る
現
状
で
あ
る
。　

　
主
な
原
因
は
、
素
材
と

し
て
金
パ
ラ
に
20
％
以
上

含
有
さ
れ
る
パ
ラ
ジ
ウ
ム

の
価
格
高
騰
で
あ
る
。
こ

在
の
制
度
が
、
歯
科
医
院

の
経
営
を
さ
ら
に
悪
化
さ

せ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
患
者
に
保
険
で
良
質

な
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴

治
療
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
に
な
り
、
ひ
い

て
は
国
民
に
も
重
大
な
不

利
益
が
及
び
か
ね
な
い
。

歯
科
用
貴
金
属
の
保
険
償

還
価
格
と
市
場
価
格
と
の

大
幅
な
乖
離
を
防
ぐ
抜
本

的
な
見
直
し
が
、
今
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
民
や
歯
科
医
療
機
関

に
多
大
な
負
担
を
強
い
る

厚
労
省
の
対
応
に
断
固
抗

議
し
、「
逆
ザ
ヤ
」
の
即
時

解
消
、
抜
本
的
解
決
を
早

急
に
迫
る
べ
き
で
あ
る
。

れ
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
や
ロ
シ
ア
で
80
％
以
上

産
出
さ
れ
、
日
本
の
需
要

シ
ェ
ア
は
、
約
24
％
を
占

め
る
。
自
動
車
の
排
気
ガ

ス
の
触
媒
や
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
用
と
し
て
も
用
い

ら
れ
て
お
り
、
世
界
的
な

自
動
車
排
ガ
ス
規
制
強
化

の
流
れ
も
あ
り
、
今
後
供

給
不
足
が
よ
り
深
刻
化
す

る
見
通
し
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
最

近
の
こ
と
で
は
な
く
、
２

０
０
０
年
初
頭
か
ら
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
で
の
鉱
山

ス
ト
ラ
イ
キ
や
ロ
シ
ア
と

西
側
諸
国
と
の
緊
張
の
高

ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の
供

給
懸
念
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
厚
労
省
は
、

解
決
策
と
し
て
代
替
金
属

の
開
発
や
非
金
属
の
保
険

導
入
、
保
険
適
応
拡
大
と

い
っ
た
抜
本
的
対
策
を

怠
っ
て
き
た
。

　
現
在
の
基
準
材
料
価
格

改
定
お
よ
び
随
時
改
定
の

方
法
で
は
、
歯
科
用
貴
金

属
の
市
場
価
格
の
急
変
に

対
し
て
有
効
に
対
応
で
き

な
い
こ
と
が
い
よ
い
よ
明

白
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ

で
さ
え
多
く
の
歯
科
医
院

が
低
歯
科
診
療
報
酬
の
も

と
で
厳
し
い
経
営
を
強
い

ら
れ
て
い
る
中
で
、
歯
冠

修
復
・
欠
損
補
綴
と
い
う

歯
科
治
療
の
45
％
を
占
め

る
中
心
的
な
分
野
で
の
不

採
算
を
拡
大
し
て
き
た
現

要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
保
団
連
が

中
心
と
な
り
「
妊
産
婦
医
療

費
助
成
制
度
及
び
妊
産
婦
健

診
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
全
国
で
実
施
し
た
。

　
本
会
は
、
道
内
の
１
７
９

市
町
村
に
依
頼
し
、
回
答
を

得
た
（
一
部
事
務
局
調
べ
）。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、

「
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
」

の
設
置
の
有
無
の
ほ
か
「
妊

産
婦
健
診
（
歯
科
健
診
を
含

む
）
事
業
」
の
実
施
状
況
を

問
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
道
内
に
お
け
る
「
妊
産
婦

医
療
費
助
成
制
度
」
の
設
置

状
況
は
、
１
７
９
市
町
村
の

内
「
あ
る
」
と
の
回
答
は
わ

婦
に
対
し
て
疾
患
や
受
診
科

目
に
よ
る
制
限
の
な
い
「
妊

産
婦
医
療
費
助
成
制
度
」
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
、

全
国
で
13
道
県
１
５
６
市
町

村
（
保
団
連
調
べ
）
の
み
で

あ
る
。

　
妊
産
婦
へ
の
医
療
提
供
は
、

全
国
ど
の
市
町
村
に
住
ん
で

い
て
も
経
済
的
負
担
な
く
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
り
、
国
に
よ
る
妊
産
婦
医

療
費
助
成
制
度
の
創
設
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
自
治
体

に
対
し
て
同
助
成
制
度
を
実

施
・
拡
充
さ
せ
る
こ
と
が
重

妊
産
婦
に
対
す
る
助
成
制
度
創
設
を

道
内
市
町
村
に
ア
ン
ケ
ー
ト

　

表2 妊産婦健診事業についてのアンケート集計結果

表1 北海道内の「妊産婦医療費助成制度」の実施状況

婦
加
算
」「
産
科
・
産
婦
人
科

特
例
加
算
」
が
新
設
さ
れ
た
。

し
か
し
施
行
後
に
、「
な
ぜ
妊

婦
に
経
済
的
負
担
を
増
や
す

の
か
」「
妊
婦
税
だ
」
な
ど
、

批
判
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
凍
結

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
乳

幼
児
・
小
児
科
に
つ
い
て
は

　
２
０
１
８
年
４
月
の
診
療

報
酬
改
定
で
妊
婦
の
外
来
診

療
に
つ
い
て
、
妊
娠
の
継
続

や
胎
児
に
配
慮
し
た
適
切
な

診
療
に
対
す
る
評
価
と
し
て

初・再
診
料
の
加
算
点
数
「
妊

表

1

解　説　

本
会
は
、昨
年
９
月
、道
内
１
７
９
市
町
村

に
対
し「
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
及
び
妊

産
婦
健
診
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」を

実
施
し
た
。本
調
査
は
、各
自
治
体
の
妊
産

婦
医
療
等
の
状
況
を
把
握
し
、妊
娠・出
産
に

か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
国
に
求
め
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。 

は
じ
め
に

妊
産
婦
の
負
担
軽
減

調
査
内
容
と

　
　
　
助
成
の
現
状

各
健
診
事
業
の

　
　
　
　
実
施
状
況

表

2ま
と
め

４．産婦歯科健診
個別健診

制度の有無
あり なし 今後予定 平均助成回数

7市町村
3.9％

172市町村
96.1％

0市町村
0.0％

あり なし 今後予定
4市町村
2.2％

175市町村
97.8％

0市町村
0.0％1.0回

平均助成額
集団健診

3,807円

３．妊婦歯科健診
個別健診

制度の有無
あり なし 今後予定 平均助成回数

40市町村
22.3％

136市町村
76.0％

3市町村
1.7％

あり なし 今後予定
13市町村
7.3％

166市町村
92.7％

0市町村
0.0％1.0回

平均助成額
集団健診

4,199円

２．産婦健診
制度の有無

あり なし 今後予定 平均助成回数

96市町村
53.6％

77市町村
43.0％

6市町村
3.4％ 1.9回

平均助成額

9,805円

１．妊婦健診
平均助成回数

士別市 入院、入院食事対象 ：

妊婦健診 超音波 助成額

14.0回 8.1回

精密検査への助成
あり なし

53市町村
29.6％

126市町村
70.4％95,459円

市町名 助成内容

せたな町 入院、通院、調剤対象 ：

伊達市 入院対象 ： 所得制限あり・自己負担あり・支払方法現物給付

剣淵町 通院対象 ：

幕別町 通院対象 ： 所得制限なし、自己負担あり、医療保険適用分は対象外、支払方法償還払い

浜中町 通院対象 ：

生活保護世帯・市民税非課税世帯、自己負担あり、
支払方法現物給

所得制限なし、自己負担あり（1割負担。通院：月上限9,000円。
入院：月上限28,800円）・支払方法償還払い

所得制限なし、自己負担あり、検査費用のみ助成、処置、投薬等は対象外、
支払方法償還払い

所得制限なし、自己負担あり、妊産婦健診受診後に1人一律30,000円を
支給、支払方法償還払い



ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
や
看
護
師
さ

ん
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
図
れ
る

よ
う
に
な
り
、
患
者
様
か
ら

「
待
っ
て
い
る
よ
」
と
笑
顔

で
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

―
診
療
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
誠
心
誠
意
を
尽
く
す
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
施
設

関
係
者
と
の
連
携
を
大
切
に

し
て
、
患
者
様
ひ
と
り
ひ
と

り
に
尊
厳
を
も
っ
て
接
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
患
者
様
や
ス
タ
ッ
フ
に
と

っ
て
明
る
く
親
し
み
や
す
い

雰
囲
気
で
、
気
軽
に
相
談
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
歯
科

医
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
岩
見
沢
市
立
総
合
病

院
は
、
こ
の
地
域
の
医
療
連

携
体
制
の
中
心
に
な
る
拠
点

病
院
で
あ
り
、
今
後
に
お
け

る
方
向
性
を
間
違
え
る
と
大

変
な
こ
と
に
な
る
た
め
、し
っ

か
り
と
し
た
未
来
構
想
が
重

要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
働
き
方
改
革
の
問
題

で
、
今
後
医
療
提
供
体
制
維

持
に
さ
ら
な
る
問
題
が
発
生

す
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
こ

れ
に
は
地
域
の
医
療
資
源
を

効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
が
、
こ
れ
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
も
あ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
岩
見

沢
市
の
救
急
体
制
の
維
持
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
と
問
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
　
２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
り
超
高

齢
化
社
会
に
な
る
ま
で
、
も

う
数
年
し
か
な
い
の
で
す
が
、

25
年
を
意
識
し
た
医
療
提
供

体
制
の
構
築
に
向
け
た
議
論

は
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

　
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め

に
今
こ
そ
行
政
、
医
療
従
事

者
、
市
民
は
一
体
と
な
っ
て
、

体
制
維
持
に
向
け
た
さ
ら
な

る
努
力
が
必
要
な
時
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

（3）第921号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2020年（令和2年）2月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

これまでの経験を生かして

三浦　陽子 先生
岩見沢すこやか歯科　岩見沢市112112

略歴
　小樽市出身。1977年岩手医科大学歯学部卒業。
同大学口腔衛生学教室副手となる。その後フリーラン
スで診療や健診業務に従事する。岩手県議会議員、
医）みらい会アイファミリー歯科クリニック院長を経
て、2019年12月岩見沢すこやか歯科を開業。

ま
す
。

　

そ
の
後
、岩
手
か
ら
北
海

道
に
移
っ
た
た
め
、入
会
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―

ご
専
門
は

　
特
別
専
門
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
予
防
歯
科
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
現
在
は
高
齢

者
施
設
へ
の
訪
問
診
療
を
行

い
、
患
者
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向

上
や
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由
を

　
お
聞
か
せ
下
さ
い

　
東
日
本
大
震
災
後
、
岩
手

県
保
険
医
協
会
の
素
晴
ら
し

い
活
動
を
知
り
、
初
め
に
、

岩
手
の
協
会
に
入
会
し
ま
し

た
。
理
事
の
立
場
で
様
々
な

活
動
や
、
保
団
連
の
研
修
会

に
も
参
加
す
る
機
会
が
あ

り
、
医
療
者
に
と
っ
て
重
要

な
組
織
で
あ
る
と
思
っ
て
い

つ
な
が
る
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

―

開
業
し
た
動
機
・
目
的
に
つ

　
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
当
初
、
母
の
介
護
の
た
め

に
小
樽
へ
戻
り
、
札
幌
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
務
め
て

い
ま
し
た
が
、
訪
問
歯
科
診

療
の
重
要
性
を
確
信
し
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
少
し
で
も

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
、
後
輩
の
先
生
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
、
高
齢
化
率
の

高
い
岩
見
沢
で
の
開
業
に
至

り
ま
し
た
。

―

開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
嬉

　
し
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か

　
新
天
地
で
開
業
し
て
か
ら

１
カ
月
の
た
め
、
ま
だ
土
地

勘
が
な
く
移
動
に
苦
労
し
て

い
ま
す
が
、
と
て
も
親
切
な

方
が
多
く
、
訪
問
診
療
先
の

―

ご
家
族
を
ご
紹
介
い
た
だ
け

　
ま
す
か

　
歯
科
医
師
の
夫（
岩
手
県

勤
務
）と
１
男
３
女
で
す
。孫

は
５
人
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　

子
ど
も
の
頃
は
日
本
舞
踊

や
三
味
線
、バ
イ
オ
リ
ン
、大

学
時
代
は
部
活
で
チ
ェ
ロ
を

担
当
し
て
い
た
の
で
、そ
ろ
そ

ろ
ま
た
、何
か
始
め
た
い
と
思

って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
酒
が
好
き
な
の
で
、

地
酒
を
頂
き
な
が
ら
ご
当
地

の
食
を
堪
能
す
る
の
も
趣
味

の
ひ
と
つ
で
す
。

―

岩
見
沢
で
開
業
さ
れ
て
か
ら
、

　
ま
だ
一
カ
月
と
の
こ
と
で
し

　
た
が
、
岩
見
沢
の
歯
科
医
療

　
を
支
え
る
た
め
に
、
ご
活
躍

　
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

自
然
の
恵
み　

ア
イ
ヌ
の
ご
は
ん

集
民
族
と
は
言
っ
て
も
、
食

材
を
見
る
と
８
割
が
植
物
で
、

実
や
地
下
茎
（
オ
オ
ウ
バ
ユ

リ
等
）
の
他
、
根
な
ど
に
デ

ン
プ
ン
を
多
く
含
む
も
の
を

中
心
に
採
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
主
食
は
汁
物
（
オ
ハ
ウ
）

で
お
粥
（
サ
ヨ
）
と
ワ
ン
セ

ッ
ト
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ

ム
イ
で
有
名
な
た
た
き
（
チ

タ
タ
プ
）
は
魚
の
み
で
す
。

食
品
衛
生
法
を
踏
ま
え
て
い

ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
レ
シ
ピ
本
で
す
。

監
修
の
藤
村
久
和
先
生
が
北

海
道
を
回
り
、
お
年
寄
り
の

方
々
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
料
理
の
一
部
を
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
鮮
明
な
写
真
と

わ
か
り
や
す
い
文
章
で
表
現

さ
れ
、
多
く
は
普
通
に
ス
ー

パ
ー
で
手
に
入
る
食
材
で
調

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

巻
末
に
山
菜
図
鑑
、
栽
培
作

物
図
鑑
、
魚
と
陸
獣
図
鑑
等

が
つ
い
て
い
ま
す
。
狩
猟
採

（
Ｈ
・
Ｎ
）

「診療情報提供書」の書き方歯科

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
１
９
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化
に

　
つ
い
て

　
・  （
2
／
22
）
歯
科
臨
床
講
演
会
、（
３
／
22
）
歯

　

  

科
新
点
数
検
討
会
の
内
容
・
進
行
状
況
を
確
認

　

  

し
た
。

②
次
年
度
準
備
に
つ
い
て

　

 

・ 

２
０
２
０
年
度
歯
科
部
予
算
要
求
、活
動
方
針
、

　

  

２
０
１
９
年
年
度
活
動
報
告
を
検
討
し
た
。

③
２
０
１
９
年
度「
歯
科
保
険
診
療
に
関
す
る
ア
ン

　
ケ
ー
ト
」集
計
結
果
に
つ
い
て

　
・　

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
の

　

  

説
明
を
行
っ
た
。

④
そ
の
他

　
・（
２
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の

　

  

確
認 第

10
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
1
月
15
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

第
11
回
歯
科
部
担
当
理
事
会　
　
　
　
　

…

2
月
12
日（
水
）午
後
７
時

　2018年改定時に新設された
診療情報連携共有料の活用を含
め、医療機関の診療情報の提供・
共有の取組が進められています。
　本冊子では、診療情報提供料
および診療情報連携共有料を算
定する際の文書作成について、医
科・歯科の主な疾患別ごとに書き
方の例文をイラストや写真を交え
て詳しく紹介しています。
　是非、参考資料として診療室に
常備してご活用ください。

医
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
不

足―
―

と
地
方
ほ
ど
深
刻
な

状
態
は
日
々
悪
化
し
て
い
ま

す
。
病
院
の
再
編
、
統
合
の

問
題
に
関
し
て
も
日
々
様
々

な
機
関
で
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
積

極
的
に
動
く
地
方
は
少
な
く

「
何
か
解
決
策
が
な
い
か
、

良
案
が
な
い
か
」
と
、
も
が

い
て
い
る
状
態
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
岩
見
沢
市
も
当
然
同
様
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

116
地
域
医
療
構
想

岩
見
沢
支
部　

支
部
長　

石
塚
竜
哉

会員価格 （税込・送料別）1,000円

新刊書籍のご案内

　
２
０
１
９
年
９
月
に
、
厚

労
省
か
ら
地
域
医
療
構
想
に

関
す
る
衝
撃
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
変
一
方
的
な

報
告
で
ど
こ
の
地
域
に
も
驚

き
と
戸
惑
い
が
広
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
強
制
力
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
調
整
会

議
に
て
結
論
を
出
さ
せ
る
方

向
で
あ
り
ま
す
が
、
議
論
の

き
っ
か
け
と
し
て
は
十
分
な

イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

12

　
藤 

村 

久 

和 

監
修

デ 

ー 

リ 

ィ 

マ 

ン 

社

お問い合わせは、本会事務局まで 011-231-6281 011-231-6283

医 　 科 新点数検討会

◆新点数検討会は「点数表改定
　のポイント」（後日、開業医会員
　に配布）を使用し解説します。
　なお、当日有料販売も行いま
　す（1冊3,000円予定）

歯　科 新点数検討会
■日　時：3月22日（日）

■対　象：歯科医師（職員1名同伴可）
■参加費：（会　　員）無料
　　　　　（未入会員）10,000円

札幌会場 10時～12時（予定）
他 会 場 13時～15時（予定）

（当日入会の場合は会費に充当）

札
幌札幌市教育文化会館

帯
広とかちプラザ

函
館サンリフレ函館

旭
川旭川市民文化会館

北
見北見市民会館

釧
路
釧路市観光
　国際交流センター

■場　所：

※資料代として

■日　時：3月29日（日） 
　　　　　 11時～13時（予定）
■会　場：共済ホール
　　　　　 （札幌市中央区北4条西1丁目1 
                                         共済ビル6F）
■対　象：会員及び職員
■参加費：無料

◆診療科への情報提供例
　 ・口腔外科　・矯正歯科　・内科　・皮膚科　・整形外科　
　 ・産婦人科　・耳鼻科　・精神科　・睡眠外来
◆その他資料（周術期口腔機能管理を行う上での留意点　等）

目　次

お申し込み・お問い合わせは、本会事務局まで 011-231-6281
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歯科診療における検査

お申し込み・お問い合わせは、本会事務局まで 011-231-6281 011-231-6283

　歯科保険診療においては医科と比較して算定できる検査項
目は少ないが、あまり日常的に行われない検査も多い。今回、
歯科での検査について整理してみた。

１．歯科一般検査

①　電気的抵抗を応用して根管長を測定した場合、１歯につき１
　回を限度として算定する。
②　１根管は30点、2根管以上は1根管を増すごとに15点加算する。

・電気的根管長測定検査（EMR）
  １歯につき30点、1根管増すごとに＋15点

①、②は咀嚼能力検査と同じ
③　有床義歯咀嚼機能検査、咬合圧検査を算定した月から6月以
　内に行う咀嚼能力検査は算定できない。

・咬合圧検査　1回につき130点

①　歯管、在歯管、または訪問口腔リハを算定して継続的な口腔機
　能管理を行っている患者に対して、口腔機能低下症の診断を目
　的として行った場合、6月に1回に限り算定する。
②　舌接触補助床、口蓋補綴、顎補綴を装着する患者または広範囲
　顎骨支持型装置埋入手術の対象患者に対し、舌の運動機能を評
　価する目的で行った場合、月2回に限り算定する。この場合、特イ
　管、歯リハ１（２）、歯リハ１（３）、舌接触補助床、口蓋補綴・顎
　補綴、広範囲顎骨支持型補綴（特イ補）と同日に算定できる。
③　有床義歯調整を同日に行った場合、歯リハ１を別に算定できる。
④　舌接触補助床、口蓋補綴、顎補綴を装着する患者に対し、舌圧検
　査と接触機能療法を同日に行った場合、それぞれ算定できる。

・舌圧検査　1回につき140点

①　口腔・顎・顔面領域の手術等に伴う神経障害や帯状疱疹や骨
　髄炎等に起因する神経障害によって生じる神経症状を呈する患
　者に対して、Semmes-Weinstein monofilament setを用いて知
　覚機能を定量的に測定した場合月に１回に限り算定する。
②　 この検査に関する研修を受講し、施設基準の届出が必要となる。

・精密触覚機能検査　月１回に限り460点

①　（１）蛍光顕微鏡、位相差顕微鏡、暗視野装置などを使用するも
　の50点（２）保温装置使用アメーバ検査　45点（３）その他のも
　の61点を算定する。
②　微生物学的検査判断料　150点（月1回）をあわせて算定する。

・微生物学的検査（排泄物、滲出物、分泌物の細菌顕微鏡検査）

①　検査料（１）出血時間15点（２）プロトロンビン時間18点を算
　定する。
②　血液学的検査判断料125点（月1回）をあわせて算定する。

・出血・凝固検査

　カンジダ簡易培養を行った場合、細菌培養検査の簡易培養60点、
および微生物学的検査判断料150点（月1回）をあわせて算定する。

・細菌簡易培養検査

①　検査料（１）HBｓ抗原定性・半定量29点（２）HBｓ抗体定性
　32点（３）HCV構造蛋白および非構造蛋白抗体定性160点を算
　定する。
②　免疫学的検査判断料144点（月1回）をあわせて算定する。

・肝炎ウイルス関連検査

　検査料は筋電図検査300点、および神経・筋検査判断料180点
（月1回）をあわせて算定する。

・筋電図検査　１肢につき300点（顔面、躯幹は左右、腹背を問わず１肢）

　重篤な心機能障害、呼吸機能障害またはその恐れのある患者に
対して、常時監視を行っている場合に算定する。

・呼吸心拍監視　1時間以内または1時間につき50点

①　感染根管処置後の根管貼薬処置期間中に行った場合、１歯1
　回につき算定する。必要に応じて複数回算定できる。
②　微生物学的検査判断料（後述）は細菌簡易培養検査に含まれ、
　別に算定できない。

・細菌簡易培養検査（S培）　１歯１回につき60点

２．補綴関連検査

①　下顎運動路描記法（MMG）、ゴシックアーチ描記法（GoA）、パント
　グラフ描記法（Ptg）、およびチェックバイト検査（ChB）のことをいう。
　検査の種類や回数にかかわらず、1装置につき1回限り算定する。
②　顎運動関連検査は、支台歯とポンティックの合計６歯以上のブ
　リッジ、多数歯欠損の有床義歯で適切な政策が可能になる場合
　に行う。また少数歯欠損でも、検査により適切な欠損補綴が可能
　になる場合に行う。

・顎運動関連検査　1装置につき1回380点

①　前歯における前装冠またはHJCの制作にあたって、隣接歯または
　対合歯など色調比較が可能な歯と色調見本を同時に撮影した場合
　に算定する。比較する歯が天然歯ではない場合は算定できない。
②　複数歯を制作する場合でも1枚で撮影できる場合は、1枚とし
　て算定する。

①　有床義歯咀嚼機能検査は有床義歯などの調整、指導および管
　理を効果的に行うための検査をいい、新製義歯装着前1回、装着
　以後は装着月から6月以内に月1回算定する。
②　下顎運動測定と咀嚼能力測定を同日に行った場合は咀嚼機能
　Ⅰイ　560点、咀嚼能力測定のみを行った場合は咀嚼機能１ロ
　140点を算定する。下顎運動測定と咬合圧測定を同日に行った
　場合は咀嚼機能２イ　550点、咬合圧測定のみを行った場合は
　咀嚼機能２ロ　130点を算定する。

・歯冠補綴時色調採得検査　1枚につき10点

①　施設基準の届出をした保険医療機関において、歯管、在歯管ま
　たは訪問口腔リハを算定して継続的な口腔機能管理を行ってい
　る患者に対して、口腔機能低下症の診断を目的として行った場
　合、6月に1回算定する。

②　同日に特イ管、歯リハ１を行った場合は別に算定する。
③　有床義歯咀嚼機能検査、咀嚼能力検査を算定した月から6月
　以内に行う咬合圧検査は算定できない。

・咀嚼能力検査　1回につき140点

・有床義歯咀嚼機能検査　１回につき
　  咀嚼機能１イ（併用の場合）560点
　  咀嚼機能１ロ（咀嚼能力のみ）140点
　  咀嚼機能２イ（併用の場合）550点
　  咀嚼機能２ロ（咬合圧のみ）130点

・歯周病検査　詳細略

３．その他検査

周術期口腔機能管理次期改定で
注目！！

医科の先生の多数参加
をお待ちしています

～手術、放射線治療、化学療法の合併症予防～

講演後、医科・歯科保険算定に関する解説もあります ※詳細は、本号同封のチラシをご覧ください

●講　師 ： 秦　浩信 氏
●日　時 ： 2月22日（土） 16時～18時
●会　場 ： 北海道医師会館 8階 会議室
●対　象 ： 会員（医科・歯科）およびスタッフ
●参加費 ： 無料

（独立行政法人国立病院機構北海道がんセンター 歯科口腔外科 医長）

（札幌市中央区大通西６丁目6）

〈歯科臨床講演会〉 医科・歯科ONE TEAM グループ保険受付中
●申し込み資格は65歳6か月までの方　●最長75歳まで保障　●昨年度から、全年齢区分で保険料が下がっています！

（※その他、500万円、1,500万円、2,000万円、4,000万円の保障金額もございます）
●剰余金が生じた場合には配当金としてお支払いします！

法人加入で
原則損金扱い
できます 死亡時・高度障害時にお支払いする保険

月額保険料［例：会員本人 男性の場合］

保険年齢 1,000万円 3,000万円 5,000万円 6,000万円

30歳 950円
1,210円
2,350円

2,850円
3,630円
7,050円

4,750円
6,050円
11,750円

5,700円
7,260円
14,100円

40歳
50歳


